
ユマ�で
できた思い�

��めたら⼀⽣
このチャンスは�ってこない

未�有の災�のなか、マ
スクで�を半�隠して�
ごすことが当たり前の１
年間でした。⼀年�には
予�していた��研�等
もなく、��授業やオン

⼤��

2021年度 ���からの��⽣
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ライン授業を�儀なくされる�しい１年で
した。２年�になると�し�染状況も落ち
�き、�々な⾏事をすることができまし
た。なかでも、１１⽉に��された「ユマ
��」では�い��期間の中、それぞれが
�属している専⾨プログラムのゼミに�か
れて�し物を��しました。�が�属して
いる「��児専⾨プログラム」は、��児
のための保��材についての研�が主で、
この⼤��ではメインイベントとして⼤型
��・⼤型���などの�み�かせをする
「おはなし�」を��しました。まずは⼿
�びやちょっとしたゲームでお��の笑�
を�き�し、リラックスした雰囲気になっ
たところで⾃�たちが�んだ��の�み�
かせや���を披露しました。�み�かせ
中の�どもたちの��しは��そのもの
で、保�者の�々も穏やかな笑�で�ろか
ら⾒�ってくださっていました。����
は想��上に⼤�で、同じゼミの仲間たち
と�⾒がぶつかり�うこともありました
が、�わってみると９００��上のお��
にご来場いただきくことができ、�成�と
�地よい�労�に�れた１⽇でした。�で
⼒を�わせて１つのものを作り上げること
は簡単ではありませんが、だからこそ沢�
コミュニケーションを�り、ああでもない
こうでもないと�⾏��をする時間、�わ
って�でお菓�を�べながら�り�う時間
は⻘�そのものでした。
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ユマニテク�期⼤�は、
���から保�者を⽬指す�を
�援しています。

お問い合わせ TEL：059-356-8170

�⼤

����制度
を利⽤すると

さらに�件を�たす�は

失業�付金を受�しながら�うことができる

ユマニテク�期⼤�は、2020年度から三重�����制度
（�共�業��保�⼠�成科）の���となっています。

※��はハローワークから受�指⽰を受けられて、
 受�できる�です。
※制度��は、ハローワークへおたずねください。

 ⼤��業�、�が��した��は���でした。⼩�⽣・中�⽣の授業
を中�に、模擬テストや�材の作成、�事�での採⽤活動など業�は��
に�り、��まで働く⽇もしばしばありました。�どもが「できた�」の
�間に⾒せてくれる笑�が⼤�きで、⽣徒の成�が上がったり、���に
��したりする度やり甲�を�じていました。そんな�しい⽇々の中で、
�が�も�しいと�じ、�も�されていたのが、�児との�⾯授業の時間
でした。�児は、先�は�来ていなかったことが��は�来ているという
ように、他の時期の�どもたちよりも成�がよく�かります。��時には
必ず保�者の�と、その⽇の��や�どもの成�について�り�うように
しており、その時間もとても�しかったです。
 �⽣時代から「�どもが�き」という思いが�く、�という仕事を�び
ましたが、�々な年�の�どもと�わっていくうちに、⾃�が�も�きな
のは�児だということに気がつきました。��師になるには�別な��は
必�ありません。しかし、�児の専⾨�として�どもたちと�わるために
は、保�⼠��や�����の��が必�です。若いうちは��まで働く
ことも平気でしたが、これから先の�⽣プランを�えると�間に働ける仕
事に��したいという気持ちが��に⼤きくなっていきました。しかし、
どうしても�どもと�わる仕事がしたい、でも�には��がない、と��
に暮れていたときにハローワークの相��⼝で�みを吐露すると、「あな
たにピッタリなものがあるよ」と保�⼠�成の�業��を��して下さい
ました。�から２年間�⽣に�るということに�しての不�は⼤きく、な
かなか�気が�ませんでした。しかし、「�間、�を立てるのに�すぎる
ということはない」というスタンリー・ボールドウィンの��を思い�
し、��めたら⼀⽣このチャンスは�ってこないだろうと、思い切ってユ
マニテク�期⼤�の⾨戸を�きました。
 ���を��したからこそ、⾃�が��したい�野について「�ばせて
いただく」という�識が�く、２年間⼤���した�⽣⽣活を�らせてい
ただきました。ユマニテクはまだまだ�しい��のため��も�しく、⾃
由に使⽤できるパソコン�や、���、�書�も��されており、��に
励むには��の��が�っています。また��だけでなく、保��・��
�・��等での��を�して現場での��を積むことができ、��の度に
成�を�じることができました。�業�は、�間形成においてもっとも⼤
切な時期にある�どもたちの��を�⼀に�え、⼤きな愛と思いやりの
�、そしてユマニテクで�得した�かな専⾨知識を持って�どもたちやそ
の保�者と�わり、⽇々�どもたちと共に成�していける保�者になりま
す。


